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EFFECTS OF DISSOLVED ORGAMIC SUBSTANCES IN NATURAL RIVER ON
PERIPHYTON ASSEMBLAGES AT DOWNSTREAM OF DAM
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This topic presents the effect of dissolved organic matter on periphyton growth and richness under unpolluted
natural river water at both upstream and downstream of the Dam in Japan. Humic acid or fulvic acid as the main
components of DOM was thought to be recalcitrant. But, recent research has suggested that they have many roles in
aquatic ecosystems, for example, influencing light penetration such as filtering UV-B radiation, providing substrates
for microbial growth, altering rates of primary production although still mechanism is unknown. With abundance of
phytoplankton drift from the dam, periphyton community was increased at the downstream of dam compared with the
upstream or other low DOM stream. Although the detail experiments would be requested, the results suggest that the
natural humic or fulvic substances has a indirect role of growth of periphyton. This kind of monitoring should be

done in the long periods.

Key Words : Periphyton abundance, Dissolved organic matter, Dam, UV-B radiation
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	ダム下流に出現する付着藻類群集に与える
	自然河川中の溶存有機物の影響について
	EFFECTS OF DISSOLVED ORGAMIC SUBSTANCES IN NATURAL RIVER ON PERIPHYTON ASSEMBLAGES AT DOWNSTREAM OF DAM
	藤野　毅1・カヤディスラウィ2・高橋陽一3・浅枝　隆4
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	５．粒状有機物の比較
	採取した細粒状有機物の炭素，窒素含有率は，中津川上流においてCとして20～30％台，Nとして2～3％台であるのに対して，ダム直下ではCとして5～10％台，Nとして1～2％台となり，ダム直下のほうが少なかった(図-6)．ここで，バクテリアに利用されにくい（あるいはされやすい），物質として，リグニンおよびアミノ酸の含有率を比較すると，土壌由来とされるリグニン含有率は中津川上流（もしくはその支流である大滑沢）で高く，ダム直下は低い(図-7)．これよりダム直下の細粒状有機物の主成分は植物プランクトン由来...
	６．付着藻類発生量と考察
	図-10に，セラミックタイルに付着した藻類のうち，２章で記した調査8)から得られた知見に基づき，優占種であるAchnanthes minutissimaの細胞数ついて比較を行った．これより，水質の結果から細胞の増殖の条件としてリン濃度が制限因子になっていると考えられるが，それが最も低かったダム直下において，通常のモニタリング結果と同様に，上流や荒川よりも10倍程度多く発生していることがわかった．但し，注意すべきことして，河川水中に含まれるクロロフィルa量が上流では0.04μg/Lであったのに対し...
	この藻類の発生および細胞数の増加の違いを考察するにあたって，まず，流速に着目すると，現地ではタイル上の流速条件を完全に同じにすることは不可能であるが，珪藻類の剥離に影響を及ぼすほどの流速差ではないこと
	図-10　セラミックタイルを設置後，10日間で発生したAchnanthes minutissima細胞数(1cm2当たり)の比較
	（n=3）
	は間違いなく1), 2)，にもかかわらず発生量は大きく異なった(表-2)．次に，水質の条件から比較すると，窒素やリン濃度が低くはないが，溶存有機物や他の無機イオン濃度の低かった荒川において，流速は遅く剥離は生じ難い条件であるものの，藻類の発生量としては最も少なかった．
	今回は一度のみの調査結果が示されており，今後も同様な調査を繰り返し実施して，流下藻類の影響も考慮してデータを解析する必要があるが，ここでは溶存有機物の役割に着目して考察する。人工的な汚染の無い自然河川において，溶存有機物の濃度は低いが，そのほとんどが難分解性であり，その多くがフルボ酸様であることがわかっている11), 12)．フルボ酸の存在により，水中の紫外線を吸収し，特に生長阻害を起こすB領域の侵入を緩和する13)．また，直接的な作用として細胞の透過率を高める作用が見出されている14)．また，...
	次に，流下する細粒状有機物は河床に堆積し，その分解が進むことで河床のバイオフィルムの形成に寄与している17)．本研究による分析結果で示したように，ダム下流では微生物が利用しやすいアミノ酸を多く含んでおり，かつ，バイオフィルムは様々な溶存物質を交換していることから，バイオフィルムの発達が付着藻の生長に寄与することが考えられる18)．
	以上より，溶存有機物の場所による違いを見出し，その特性を踏まえると，付着藻の生長に与える影響としては直接的な作用の他に，間接的な作用が働いていることが考えられる19)．但し，その度合いについてはさらに詳細に調べる必要がある．
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